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1. 情報インフラによる教育改善 
日本は政府を挙げて IT(情報技術)革命でインフラ(infrastructure､基礎構造)改革である。
社会基盤の体制からの変革で、基幹そのものの構造改革である。特に、コンピュータに関
するインフラはバブル時代の構造体制にあぐらをかいて島国的な満足感に慕っていたこと
は事実である。 
今年(2001)、小泉内閣が発足し、「聖域なき構造改革」が始まり、日本国民はやっとイン
フラ改革にその気になったようである。橋本内閣のときも構造改革の声を上げたがあのと
きに勇断を持って実行できていればこれほどの落ちこぼれにならずに済んでいたであろう。
日本の景気が少しも良くならない。なぜだろうか。それは「新しいものを好まない」とい
う日本の島国体質である。IT のインフラで顕著な現象が起きているのが若者の携帯電話の
普及である。教育の現場では「迷惑物体」として排除されている。情報通信の新規のイン
フラが構築されつつある中で、教育界では無視するしかないのであろうか。教育界にも小
泉内閣の構造改革の波は押し寄せている。教授方法には、従来からの板書に拘ることは良
しとしても、携帯電話のような新規なツールが普及し教室に参入してきた以上、それを利
用した教材開発が必要である。今こそ、情報インフラによる教育改善が必要なのである。
その一例として、i アプリによる『i 化学』を紹介しよう。吉田弘氏『i モルダ』、本間善夫
氏『iモード化学』[1]、川端潤氏『どこでも有機化学』は NTTドコモの iアプリを利用し
たもので、化学に親しみを持てるような教材を提供している。 
ここでは化学教材の紹介[2]に留めるが、いろいろと携帯電話を利用する教材開発が検討
されている。他の新規の教材ツールとして福井高専では一般科目数学において、『グラフ電
卓』を活用した数学教育が実践され、専門教育との活用方法を模索している｡ 
 
2. 情報処理の基礎的共通項目 
科学技術計算に、計算尺、電卓、FORTRANベースの汎用コンピュータ、BASICベース
のパソコンと、それぞれの時代とともにその計算ツールを利用してきた｡昔から、『読み、
書き、そろばん』の例えどおり、重要な作業として情報処理がある。それぞれのツールが
メインであるとき、そのツールの利用リテラシーが基礎になり、ある一定のレベルの共通
化が諮られてきた｡そして今日、インターネットをベースにしたコンピュータ利用が必須の
ものとなって、情報処理の基礎が如何にあるべきかを諮問されている。その中で我々は、
理工系の高専で教育に携わる者として、その基礎の共通化を検討した｡基礎項目として挙げ
ると、次のような 12点がある。 
(1)計算機概論、(2)情報数学概論、(3)情報の管理、(4)インターネット／イントラネット概論、 
(5)Windows使用法、(6)UNIXの基礎、(7)電子メール、(8)WWWによる情報の閲覧、(9)WWW
による情報発信、(10)Word活用、(11)Excel活用、(12)PowerPoint活用 
これらのうち、(1)～(3)はコンピュータ概論であり、(4)、(7)～(9)はインターネット、(5)
はWindowsそのもので、(6)は Linuxの普及に伴う UNIXの基礎、(10)～(12)はパソコン処
理の三種の神器であり、いずれにおいても情報処理の基礎として重要な事項である。すべ
てを網羅したわけではないが、情報リテラシーのテキストをみると、文献[3]の場合、上記
の 12点を包含しており、それ以外には文献[4]の場合、Accessによるデータベースがある。
ゆえに、ほぼこれら 12点で情報処理の基礎事項が揃っていることになる｡しかし、12点の
項目は通年 2単位では終了できないボリュームのある教育プログラムである｡各学科におけ
る情報処理関連の科目をみると、全学科で 2科目以上を開講しており、上記の 12項目がほ
ぼ共通しており、基礎教育の標準的な事柄となっている｡逆に、全学科で共通化される基礎
的な事項はこれらの 12項目としそれらを章立てして、それ以上を必要とする事項について
は、専門学科独自で他のテキスト等を用意し補講することとした｡ 
 
3. テキストの作成 
福井高専では、情報処理教育のハードウェア環境が整う一方で、ソフトウェア環境の必要
性が議論され、全学科での情報処理の導入教育の共通化が重要視されてきた。そこで、そ
れに伴う情報技術の基礎を包含するテキストの作成が検討され、企画を進めていた。その
矢先に、長岡高専の情報処理共通化ワーキンググループが製作したテキストが送られてき
た。その内容を拝読すればするほど、熟考された成果刊行物であり、長岡高専のセンター
端末専用の記述を我が校のセンターマシン用に改変すればそのままでも十分に利用できる
ことが分かった。 
そこで、長岡高専の総合情報処理センター長の山崎誠先生にメールでその旨を打診した。
センターからは快い返信を頂いた。本校にとってはまたとないチャンスと判断して、長岡
高専のテキストを福井高専版に改訂する作業に取り掛かった。長岡高専からはテキストの
PDFと TEXファイルをメール転送していただいた。それを基に、福井高専総合情報処理セ
ンターのシステムに特化したテキストを作成した[5]。 
第 1～3章は、情報工学における基礎であり、工学技術者として共通のベースであると考
え、そのまま利用した。第 4 章はネットワークに関する基礎の部分であり、システムの部
分を福井高専用に改変した。第 5 章 Windows は、本校のコンピュータは 100 台すべて
WindowsNT4。0 であり、長岡のように Windows バージョンの混在状態とは異なるので、
統一したシステム形態での説明文に改変した。特に、ユーザ IDやファイルのフォルダ等の
変更を改訂した。第 6章は、近年 UNIXマシンが Linuxにより利用しやすくなり、特定の
学科だけのものではなくなりつつあり、本テキストの一つの根幹を成すものである。UNIX
は CUI(characteristic user interface)の部分があり、本校用に大幅に改変した。しかし、vi
エディタの記述は重要視した。第 7章電子メールは、携帯の iモードでもネチケット教育の
必要性が言われているようであり、別に節を設けてマナー教育を推進することにした。第 9
章はインターネットのホームページの作成であるが、ホームページ作成ツールが利用され
ても HTMLファイルの基礎は重要である。第 10章はワープロの代表格Word2000の説明
である。長岡版はWordの基本的な機能を詳細に記述しており、その部分はそのまま採用し
たが、グラフィックの作成と挿入の箇所は、描画オブジェクトと数式エディタの利用方法
を解説した。Word 上で描画や数式は工学系の報告書には必須のものとなっている。第 11
章 Excelは表計算処理には不可欠なツールであり、情報処理技術の基礎であり、Excel2000
の基本的な操作を網羅している。福井高専版では、自然科学におけるデータ処理でグラフ
に散布図をよく利用するので、『近似曲線の追加』の活用を記述した。元のテキストでは第
12章はその他となっているが、さらに、プレゼンテーション･ツールとして必須のものとな
っている PowerPointの利用を第 12章とした。 
以下に、作成したテキストの目次を記述する。章・節・項の段階まででも十分にテキスト
構成が具体的で明らかである。 
 
情報処理の基礎－エンジニアの卵たちへ－ 
第1章 計算機概論 
1．1 ハードウェア 
1．2 ソフトウェア 
第2章 情報数学概論 
2．1 情報の単位 
2．2 数の表現：基数法 
2．3 論理演算 
第3章 情報の管理 
3．1 情報とは 
3．2 文字情報 
3．3 ファイル 
第4章 インターネット／イントラネット概論 
4．1 ネットワーク 
4．2 インターネット 
4．3 ネットワーク利用のマナー 
第5章 Windows 使用法 
5．1 Windows の起動 
5．2 ログイン 
5．4 Windows の基本操作 
5．5 ファイル／フォルダの基本操作 
5．6 日本語入力 
5．7 HELP 機能 
5．8 ユーザに対するメッセージ 
5．9 マナーについて 
第6章 UNIX の基礎 
6．1 What’s UNIX?  
6．2 ユーザID とパスワード 
6．3 福井高専のUNIX マシン 
6．4 基本事項 
6．5 身に付けるべきコマンド 
6．6 その他の基本コマンド 
6．7 覚えておくと便利なキー操作とコマンド 
6．8 UNIX のファイル管理 
6．9 UNIX のプロセス管理 
6．10 viエディタ 
6．11 電子メールコマンド 
6．12 FTPを利用したファイル転送 
6．13 文字コード変換 
6．14 Linuxシステム端末からUNIXシステムを利用
する方法 
6．15 UNIX の基本コマンド一覧 
第7章 電子メール 
7．1 電子メールとは 
7．2 AL–Mail32 利用法 — 基礎 
7．3 AL–Mail32 利用法 — 応用 
7．4 電子メールを使う上でのネチケット 
7．5 電子メールマナー演習問題 
第8章 WWW による情報の閲覧 
8．1 Netscape Navigator の設定 
8．2 Netscape Navigator の操作 
8．3 情報の検索 
8．4 フリーソフトウェアのダウンロード 
8．5 プロトコル 
8．6 WWW 利用におけるマナー･注意点/ネチケット 
第9章 WWW による情報発信 
9．1 HTML の基礎知識 
9．2 HTML の代表的なタグ 
9．3 スタイルの記法 
9．4 Web ページの公開 
第10章 Word 
10．1 Word の起動とウィンドウ構成 
10．2 文書ファイルの読み込みと保存操作 
10．3 Word の編集操作 
10．4 表の作成 
10．5 グラフィックスを挿入するには 
10．6 印刷関係の操作 
第11章 Excel 
11．1 基本操作 
11．2 Excel を使った作業 
11．3 Word とExcel を使った文書作成 
第12章 PowerPoint 
12．1 PowerPointの起動とスライド作成 
12．2 スライドに表や図の入力 
12．3 スライドの修正と削除 
12．4 スライドの表示と保存、印刷 
12．5 プレゼンテーション技術 
第13章 その他・トピック・付録 
13．1 編集操作 
13．2 キーボードによるWindows 操作 
13．3 印刷の注意点、テクニック 
13．4 コンピュータウィルス 
13．5 フリーウェア紹介 
13．6 Visio 2000 
13．7 ハッカーとクラッカー 
13．8 Windows、 Mac、 UNIX 間のファイル受け渡
しの注意点 
 
4. 情報セキュリティとモラル教育 
上記のテキストで最も重要課題としたのが情報技術におけるモラル教育である。現代社会の様子
や対人生活において、核家族化とともに自己中心的な風潮が漂い、社会生活でのモラルやマナーの
欠如が IT社会でもそのまま不毛の現象を引きずっている。情報のモラルとしてネチケット教育を実
践し、子供たちの意識を喚起する必要がある。特に、インターネットのようなネットワーク環境に
おいて、情報の発信と受信の形態が新規なものであり、情報活用においての倫理観の確立が必須で
ある。各自の IDとパスワードの管理など、情報セキュリティ教育があり、従来までとは異なった面
での秩序意識の改革である。 
 
 この報告は、テクノフェア 2001、（10／26－27）で配布した資料である。 
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